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0. はじめに 
 イタリア語の前置詞 a, in, dentro は空間を表わす前置詞として用いられている。卒業論
文では、これらと語源的もしくは機能的に対応するフランス語前置詞 à, en, dans1の研究を
参考に、空間を表わすイタリア語前置詞 a, in, dentro の統辞的・意味的機能の詳細を明ら
かにすることを目的とした。本稿では、その中の in / dentro と en / dansの内部性の違いに
焦点を当てることとする。なお、例文番号、グロス、下線、囲み線は、特に断りのない限
り筆者による。 
 
1. 先行研究 
 それぞれの前置詞の意味用法に関わるものだけをとりあげる。イタリア語についてはイ
タリア最大規模の国語辞典である Battaglia(1961, 1966, 1972)を、フランス語についてはフ
ランス語前置詞を意味の観点から論じている林(1980)を挙げる。 
 
1.1. イタリア語前置詞 a, in, dentro 
 Battaglia(1961, 1966, 1972)は、全 21 巻、総ページ数 22,700 ページ(収録語彙数は不明)か
ら成る国語辞典である。それぞれの前置詞の空間・場所用法の大意を要約する。 
 
表 1: a, in, dentro の意味内容 
a (現実のあるいは架空の)行為や運動が起こる地点を定める機能がある。 
in 2つの物の関係性を示し、1 つがもう 1 つに含まれている状態を表わす。 
dentro (現実のあるいは架空の)場所や物の内部、奥の部分を表わす。 
(Battaglia 1961: 2, 1966: 555, 1972: 192 を基に筆者作成) 
 
 表 1 を見ると、a は点的な場所を、in と dentro は空間的な広がりまたはその内部を表わ
すことが分かる。しかし in と dentro の内部性の具体的な違いは言及されていない。筆者は
この点を先行研究の問題点として指摘する。 
                                                   
1 a / à＜ad、in / en＜in(片岡 1982: 8, 204)、dentro / dans のそれぞれの語源は dē-intrō / dē-intus(片岡 1982: 
120)だが、フランス語で dē-intrō を継承した語詞が廃語となり、その代替語として dans が用いられている
ため、働きの面で機能的に対応していると考えられる。 
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1.2. フランス語前置詞 à, en, dans 
 林(1980)は enと dansに内部性を認め、それぞれを以下の表 2のように下位分類している。
表 2 の後、en の(ii)と(iii)、dans の(iii)の例を示す。なお、X は主体、N は en の次にくる名
詞、N＋は拡大解釈をうける名詞、←は拡大、N－は縮小解釈をうける名詞、→は縮小限定、
a＞b は aの中に b があるという意味、＝は一体化していることを示す。 
 
表 2: en と dansの内部性の下位分類 
 enの内部性 意味 dansの内部性 意味 
(i) N＞X 普通の内部性 N＞X 普通の内部性 
(ii) N＝X 一体化 ― ― 
(iii) (N＋←N)＞X 特殊な内部性、抽象的解
釈を受ける 
(N→N－)＞X 特殊な内部性、縮小解釈
を受ける 
（林 1980: 46, 49 を基に筆者作成） 
 
(1) Tous    s'en alla       en   fumée. 
all.M.SG  go away.IND.PST.3.SG  en   smoke.F.SG 
 「全ては煙となって消えていった。[一体化]」            (林 1980: 46) 
 
(2) Il     a        étudié      l'       homme   en  Diderot. 
 he.SG.NOM have.IND.PRES.3.SG  study.PST.PART.M.SG  the.ART.DEF.M.SG  human.M.SG en  NAME 
「彼はディドロという人物について勉強した。[抽象的解釈]」         (林 1980: 48) 
 
(3) Il     a       étudié      l'       homme   dans  Diderot. 
 he.SG.NOM have.IND.PRES.3.SG study.PST.PART.M.PL  the. ART.DEF.M.SG human.M.SG dans  NAME 
「彼はディドロという人物の著作について勉強した。[縮小解釈]」       (林 1980: 48) 
 
 (1)の tous「全て」は煙の中にあるのではなく、煙そのものになった、つまり一体化した
ものである。(2)は Diderot という人自身、性格、作品、人生などを総合した概念を表わす
のに対して(抽象的解釈)、(3)は Diderot の著作という具体的な一面だけを取り出している。
(縮小解釈) 
 ここで、en と dans の内部性にはそれぞれ 3 通りと 2 通りの下位タイプがあることが分
かった。理論上は 6 通りの組み合わせができるが、林(1980)は言語学的に意味があるのは
次の 3組の場合であるとしている。なお、①～③は en 対 dans の順である。 
 
  ① (N＋←N)＞X 対 N＞X・・・・・・・・抽象性 対 具体性 
  ② N＝X     対 N＞X・・・・・・・・全体性 対 個別性 
  ③ N≧X     対  (N→N－)＞X・・・・・一般性 対 特殊性 
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2. 調査 
 卒業論文では a, in, dentroの詳しい用法を明らかにするために調査 Iから調査 IIIまでの 3
つの調査を行った。本稿では調査 II と III の結果と考察のうち、in と dentro の内部性に関
わるものだけを示す。なお、調査 Iはイタリア語前置詞句 a N, in N, dentro N に定冠詞およ
びその他の限定詞がどのように現れるかを調査 IIと同じコーパスを用いて調査したもので
ある。詳細は割愛するが、結果として dentro の担う意味範囲は dans よりも狭いのではない
かという仮説を立てることができたことを記しておく。 
 
2.1. 動詞の種類の調査(調査Ⅱ) 
 対象とした前置詞句をとる動詞の差異を調べるため、小説とコーパスを用いて調査を行
った。使用した小説は Italo Calvino 著 “Il Cavaliere Inesistente”(邦題『不在の騎士』米川良
夫訳)である。コーパスは CoLFIS(Corpus e Lessio Frequenza dell'Italiano Scritto)で、これは
1992 年から 1994 年に出版された新聞に加え、その他雑誌、書籍からの合計 3,798,275 語か
らなる書き言葉コーパスである。 
 調査方法としては、まず小説で「動詞＋前置詞句」の形式を手作業で抜き出し、その中
から日本語訳版を参考に場所・空間用法であると思われるものだけを抽出した。ただし
dentro は用例数が極端に少なかったため、コーパスからの用例(書籍の 655,503 語)も加えて
使用することとした。場所・空間用法の抜粋の際の基準は、N が地名もしくは動作が起こ
る場所になり得る名詞であることである。その後、抜粋した動詞を用法別に分類した。分
類基準については、盧(2000)と Levin(1993)を参考に「存在」「方向」「移動」「通過」「出現」
「消失」「動作」「非空間」の 8 つを立てた。今回はそのうち、「消失動詞」の結果と考察を
記す。まず、消失動詞とは消失する主体とその主体が消失した空間との関係的プロセスを
表わす動詞のことをいう。具体的には Levin(1993)の VERBS OF DISAPPEARANCEの欄に記載
されている[die, disappear, vanish]に対応するもの、またそれに準ずると思われるものを指す。 
 調査の結果、消失動詞の例は全部で 14 例抽出された。a : in : dentro の比は 0 : 12 : 2 で in
が最も多く、a では 1 例も得られなかった。得られた消失動詞はおおまかに分けると、in
では sparire, dissolversi といった「消える」動詞が、dentro では raccogliersi, chiudere といっ
た「閉ざす」動詞の 2 種類が発見できた。以下にそれぞれの例を挙げる。日本語訳は米川
(2005)を引用し、イタリア語版・日本語版のページ数を記す。 
 
(4) ... presto   sparì        in  un       alto    polverone. 
soon.ADV  disappear.IND.PST.3.SG  in  a.INDEF.ART.M.SG high.M.SG  cloud.M.SG 
  「たちまち舞いのぼる砂煙のなかに消えて行った。」           ([イ] p76 / [日] p128) 
 
(5) ... si raccoglieva      dentro  il       mantello. 
   concentrate.IND.IMPF.3.SG  dentro  the.DEF.ART.M.SG  cloak .M.SG 
  「マントを閉じて身を包み…」                               ([イ] p59 / [日] p99) 
木村 泰歩 
- 130 - 
 
 (4)は、先行研究で示した(1)と同じように解釈できる。すなわち、(4)で消えて行ったも
のは砂煙の中にあるのではなく、砂煙そのものになり一体化し消えて行ったのである。こ
こでフランス語 en の内部性の機能の 1 つである一体化[N＝X]を in においても確認するこ
とができた。[N＝X 対 N＞X]の対立が in と dentro においても働いていると仮定すると、(4)
は全体性を、(5)は分離性を表わしていると考えられる。(5)の状態を考えると、身体とマン
トは一体化しておらず、身体はマントの中にある。また、ものを収容した状態を想像して
も、ものは収容物の中に存在していると解釈できる。そのため、[N＝X 対 N＞X]の対立は
in / dentro においても存在すると推測する。 
 
2.2. アンケート調査(調査Ⅲ) 
 a, in, dentro の詳しい意味用法を探るため、林(1980)からのフランス語例文 11 例と、調査
IIで得られたイタリア語例文 9例を使って、インフォーマント 5 人2にアンケート調査を行
った。フランス語例文については、例文を筆者がイタリア語に直し前置詞の部分を空欄に
したうえで、そこに a, in, dentro を入れてできた文が文法的に正しいかを聞いた。イタリア
語例文についても、元の文の前置詞の部分を空欄にして同じ作業を行ってもらった。 
 回答は A, B, Cの 3択で、文法的に正しく意味も自然な場合には A、文法的には正しいが
意味は不自然になる場合は B、文法的に誤りで意味をなさない場合は Cを解答用紙にマー
クしてもらった。また、A が 2 個以上になったときは、それらが同じ意味になるか、違う
意味になるか、違う意味になる場合はどのように異なるかも合わせて聞いた。 
 以下に結果を記す。まず例文を示し、それを使用した狙いを記述する。次に結果を示し、
考察を行う。日本語訳の後の【】の中に元のフランス語文で使用されていた前置詞を記す。 
 
①Lei      va       da      casa    sua   [  ]  l'      università. 
  she.SG.NOM go.IND.PRES.3.SG  from.PREP  home.F.SG  her.F.SG    the.DEF.ART.F.SG university.F.SG 
 「彼女は家から大学(まで)歩く。」【à】 
 
②Lui    viaggia      di    città   [  ]  città. 
  he.SG.NOM  travel.IND.PRES.3.SG of.PREP  town.F.SG    town.F.SG 
「彼は町から町(へ)旅する。」【en】 
 
 上記2例の狙いは、inに特殊な内部性、すなわち名詞に抽象的解釈を与える機能(N＋←N)
があるかを調べることにある。元のフランス語は、①ではàが、②ではenが用いられていた。
①の「家」と「大学」ははっきり異なる具体物として認識されるのに対して、②での「町」
は町そのものの性質、つまり町というものの抽象的な内部性が問題になっている。結果は
                                                   
2 インフォーマントの情報を以下に記す。(性別・2012 年当時の年齢・出身州の順) 
インフォーマント V：男性・25 歳・ラツィオ州／インフォーマント W：男性・23 歳・ラツィオ州／イン
フォーマント X：男性・23 歳・ラツィオ州／インフォーマント Y：女性・24 歳・ヴェネト州／インフォ
ーマント Z：女性・25 歳・ラツィオ州 
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以下の表3の通りである。a, in, dentroの下線は、元のフランス語に対応するものを表わす。 
 
表 3: ①②の結果 
 元のフランス語  V W X Y Z 
① à 
a A A A A A 
in C C B C C 
dentro B C C C C 
② en 
a C C B C C 
in A A A A A 
dentro C C C C C 
 
 どちらとも元のフランス語文で使われていた前置詞に対応するものが選ばれ、その他の
ものは不可あるいは不自然としている。この結果から、in にも en と同様に名詞に抽象的解
釈を与える機能があることが分かった。 
 
⑧Mettere  del          vino   [  ] (la)       cantina. 
  put.IND  of.PREP.+the.DEF.ART.M.SG wine.M.SG    the.ART.DEF.F.SG cellar.F.SG 
 「ワインを(貯蔵庫に／地下室に)置く。」【en, dans】 
 
 ここでの狙いは、en / dans で現れた一般性対特殊性がイタリア語でも現れるか確認する
ことにある。⑧の元のフランス語文では、林(1980:53)によると、en が用いられると一般性
の機能が働き、「貯蔵庫に～」という意味になる。dans が用いられると特殊性の機能が働
いて、「地下室に～」という意味になり、たまたまワインが一時的に貯蔵されている感じを
与えるという。結果は以下の表 4 の通りである。 
 
表 4: ⑧の結果 
 元のフランス語  V W X Y Z 
⑧ en / dans 
a C C C C C 
in A A A A A 
dentro A A B A A 
 
 5 人全員が in を A、a を C と回答した。dentro はインフォーマント X のみが B と答え、
残り 4人は A と答えた。in もしくは dentro を使ったときの文の意味の差異に関して、イン
フォーマント V と Z からは、意味は変わらないとしたうえで、さらに dentro を使った方が
‘cantina’の中に置かれていることを強調している感じがするという指摘を得た。 
 元のフランス語文と同じような回答が得られたものの、in と dentro に一般性対特殊性と
いう対立は見られず、dentroはただ inの持つ内部性を強調するのみであることが分かった。
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これは調査 I で立てた仮説(dentro の担う意味範囲は dans よりも狭いのではないか)に一致
する。 
 
 ⑩Lui    è       [  ]  (la)      strada. 
     he.SG.NOM  be.IND.PRES.3.SG     the.ART.DEF.F.SG  street.F.SG 
「(路頭に迷う／街路の中にいる。)」【à, dans】 
 
⑪Lui    è       [  ]  (la)       corte. 
     he.SG.NOM  be.IND.PRES.3.SG     the.ART.DEF.F.SG   court.F.SG 
「(宮廷に／中庭に)いる。」【à, dans】 
 
ここでの狙いは、à の持つ抽象性が a でも現れるか確認することにある。元のフランス
語文では、à が用いられると⑩は「路頭に迷う」、⑪は「宮廷にいる」という抽象的意味に
なる。dans が用いられると⑩は「街路の中にいる」、⑪は「中庭にいる」という具体的意
味になる。結果は以下の表 5 の通りである。 
 
表 5: ⑩⑪の結果 
 元のフランス語  V W X Y Z 
⑩ à / dans 
a B C C C C 
in A A A A A 
dentro B C C C C 
⑪ à / dans 
a A A A A A 
in C A A A A 
dentro C C B C C 
 
 ⑩では元のフランス語文で使用されていない in が選ばれるという結果になった。インフ
ォーマント V はこの質問に関して以下のように指摘している。 
 
・‘Lui è a la strada.’ ――これだけでは物足りない感じがする。例えば、‘Lui è a la strada  
                       qui accanto.’「彼はここの近くの道にいる。」だったら良い。 
・‘Lui è in la strada.’ ――正しい。「彼が道にいる。」という意味になる。   
・‘Lui è dentro la strada.’ ――アスファルトの中にいる響きがある。 
 
 ⑩では a に抽象性があるかは確認できず、dentro もフランス語のように「街路の中にい
る」という意味にはならなかった。インフォーマント V の指摘から、やはり dentro には内
部性を強調する機能があることが分かる。 
 ⑪では元のフランス語文で使用されていた a と dentro のうちの a のみと、使用されてい
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ない in が選ばれるという結果となった。インフォーマント X はこの質問に関して次のよう
に指摘している。重要と思われる部分に下線を引いた。 
  
「in＋定冠詞を使うと「中庭」という意味になる。これは具体的な場所を表わしているか
らである。a（定冠詞なし）を使うと「宮廷」という意味になる。この場合の corte とは具
体的ではなくて、豊かな場所や裕福な人々、王様が住んでいる場所などを含む概念である。」 
 
 これをまとめると以下の表 6のようになる。 
 
表 6: 宮廷にいる／中庭にいる 
フランス語 日本語訳 対応するイタリア語 
Il est à la cour. 宮廷にいる。（抽象的） Lui è a corte. 
Il est dans la cour. 中庭にいる。（具体的） Lui è in la corte. 
 
 フランス語の à はイタリア語の aに対応しているが、フランス語の dans はイタリア語で
は in＋定冠詞に置き換わっている。さらに、上記の⑧で dentro の担う意味範囲は dansより
も狭いことが明らかになった。つまり dentro は、in＋定冠詞に置き換わった dans の意味機
能を有していない。要するにイタリア語では、意味の具体的縮小[(N→N－)＞X]を表わす機
能を、dentro ではなく in＋定冠詞が担っているのである。このように考えると、8)で en / dans
の一般性対特殊性の対立が in / dentro では現れなかった理由が判明する。一般性対特殊性
は[N≧X 対(N→N－)＞X]と表わすことができた。しかし、dentro には意味の具体的縮小機
能[(N→N－)＞X]が備わっていないため、in / dentro にはこの対立が存在しないのである。代
わりに、この対立は in / in＋定冠詞に現れることになる。これで、調査 Iで立てた仮説が正
しいことを証明でき、その範囲も確定することができた。 
 
3. まとめ 
 今回の調査でinとdentroの内部性はそれぞれ以下のように表わされることが明らかにな
った。新たに≫という記号を用いたが、これは筆者の自作であり、内部性の強調を意味す
る。 
 
in : ( i)  N＞X ・・・・・・・・・・［普通の内部性］ 
  ( ii)  N＝X ・・・・・・・・・・［一体化］ 
  (iii) (N＋←N) ＞X・・・・・・・［特殊な内部性、抽象的解釈を受ける］ 
 
dentro: N≫X・・・・・・・・・・・［内部性の強調］ 
 
in＋定冠詞: (N→N－)＞X・・・・・・［特殊な内部性、縮小解釈を受ける］ 
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それぞれの対立は次の表7のように表される。 
 
表7: 内部性の対立 
 in dentro In＋定冠詞 対立の現れ方 
(i) (N＋←N)＞X N≫X  抽象性 対 具体性 
(ii) N＝X N≫X  全体性 対 個別性 
(iii) N≧X  (N→N－)＞X 一般性 対 特殊性 
 
4. 今後の課題 
調査I、調査IIで集められたdentroの用例数が少なかったため、今後は用例数を増やし、
詳しい分析を行いたい。inの具体性に関してもさらに調査する必要がある。 
今回調査IIIでは、地域差、世代差などを考慮に入れなかった。しかし、辞書に載ってい
る表現と得られたインフォーマントの回答が食い違う場面もあり、特に世代差によって使
用法が異なってくる可能性が十分に考えられる。今後も研究を続け、さらに詳しい結論を
導き出すことを今後の課題とする。
略号一覧
3   3rd person  3人称 
ADV  adverb    副詞 
ART  article    冠詞 
DEF  definite   定 
F   female    女性 
IMPF imperfect   半過去 
IND  indicative  直説法 
INDEF indefinite   不定 
INF  infinitive   不定詞 
M   masculine  男性 
NAME proper name 固有名詞 
NOM  nominative  主格 
PART participle   分詞 
PL  plural    複数 
PREP preposition  前置詞 
PRES present   現在 
PST  past     過去 
SG  singular   単数 
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